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2KASUMIGAURA

議 員 紹 介

市民にとって身近な開かれた議会をめざして！

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
31
年
２
月
４
日
開
催
の
第
１

回
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
方
の

ご
推
挙
に
よ
り
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
長
・
副

議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
市
の
発
展
と
円

滑
な
議
会
運
営
の
た
め
、
粉
骨
砕
身
努
力
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
市
も
合
併
以
後
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
や
地
方
創
生
の

波
な
ど
行
政
の
役
割
が
拡
大
す
る
な
か
、
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
市
当
局
と
議
決
機
関
で
あ
り
ま

す
議
会
が
車
の
両
輪
と
し
て
一
体
と
な
り
、
議
員

が
全
力
で
諸
問
題
に
取
り
組
み
、
市
の
持
続
的
で

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
と

執
行
部
の
円
滑
な
運
営
を
基
本
に
、
公
正
、
公
明

な
判
断
の
も
と
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
議
会

の
活
動
や
市
政
に
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議　
長

⑫  

加か　
固こ　
豊と
よ　

治は
る

住
所
：
田
伏
１
６
２
７
番
地　
　
　

電
話
：
０
２
９-

８
９
６-

０
４
０
４

副
議
長

⑨  

岡お
か　

﨑ざ
き　

　
　
勉つ

と
む

住
所
：
中
志
筑
２
１
８
９
番
地　
　

電
話
：
０
２
９
９-

５
９-

３
８
３
０

①  櫻
さくら
　井

い
　健
けん
　一

いち

住所：稲吉東五丁目9番19号
電話：0299-59-5977

②  小
お
　倉
ぐら
　　　博

ひろし

住所：新治643番地
電話：0299-59-4144

③  久
ひさ
　松
まつ
　公
きみ
　生

お

住所：新治1825番地39
電話：0299-59-5870

④  宮
みや
　嶋
じま
　　　謙

けん

住所：坂4335番地
電話：029-896-1278

新しい議会始まる



3 KASUMIGAURA

新議員16名が決定
かすみがうら市議会議員一般選挙（平成31年1月20日執行）において
選出されました16名の議員を紹介します。
※氏名前の丸数字は議席番号
任期：平成31年１月28日～平成35年１月27日

⑮  鈴
すず
　木

き
　良
よし
　道

みち

住所：下土田433番地
電話：0299-59-2262

⑩  田
た
　谷

や
　文
ふみ
　子

こ

住所：上稲吉167番地
電話：0299-59-2013

⑤  櫻
さくら
　井

い
　繁
しげ
　行

ゆき

住所：下佐谷764番地
電話：0299-59-2094

⑯  矢
や
　口
ぐち
　龍

りゅう
　人
じん

住所：稲吉東四丁目4番36号
電話：029-834-1388

⑪  古
ふる
　橋
はし
　智

とも
　樹

き

住所：上稲吉1839番地2
電話：0299-59-2077

⑥  設
した
　楽

ら
　健

たて
　夫

お

住所：宍倉6163番地41
電話：029-832-9620

⑬  佐
さ
　藤

とう
　文
ふみ
　雄

お

住所：稲吉東四丁目5番18号
電話：029-831-5397

⑦  来
くる
　栖

す
　丈

じょう
　治

じ

住所：戸崎1110番地
電話：029-893-3339

⑭  中
なか
　根

ね
　光
みつ
　男

お

住所：上佐谷2015番地
電話：0299-59-3932

⑧  川
かわ
　村
むら
　成
せい
　二

じ

住所：下稲吉3351番地18
電話：029-832-2601



4KASUMIGAURA

常任委員会は本市における事務に関する調査および議案・請願などを審査します。
本市議会には、総務委員会、文教厚生委員会、産業建設委員会の３つの常任委員会を設置しています。

【所管事項】
行財政改革・公共施設等マネジメント推進室
地域未来投資推進課
市長公室（政策経営課、情報広報課）
総務部（総務課、検査管財課、税務課、納税課）
消防本部
会計課
監査委員事務局
他の常任委員会の所管に属しない事項

文教厚生委員会

産業建設委員会

総務委員会

【所管事項】
市民部（市民協働課、生活環境課、国保年金課、市民課）
保健福祉部（社会福祉課、介護長寿課、子ども家庭課、
　　　　　　健康づくり増進課）
教育委員会（学校教育課、生涯学習課、スポーツ振興課）
の所管に関する事項

【所管事項】
都市産業部（都市整備課、農林水産課、観光商工課）
建設部（道路課、下水道課、水道課）
農業委員会事務局
の所管に関する事項

委 員 長 川　村　成　二

副委員長 宮　嶋　　　謙

委 員 鈴　木　良　道

委 員 来　栖　丈　治

委 員 櫻　井　健　一

委 員 長 中　根　光　男

副委員長 設　楽　健　夫

委 員 田　谷　文　子

委 員 櫻　井　繁　行

委 員 小　倉　　　博

委 員 長 古　橋　智　樹

副委員長 佐　藤　文　雄

委 員 矢　口　龍　人

委 員 岡　﨑　　　勉

委 員 久　松　公　生

委員会構成・一部事務組合議会議員・広域連合議会議員
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議会運営委員会
【所管事項】
議会運営の円滑化を図るため、議会の運営に関する次の
事項などについて協議するために設置される委員会です。
①議会の運営に関する事項
②議会の会議規則、委員会条例等に関する事項
③議長の諮問に関する事項

委 員 長 櫻　井　繁　行

副委員長 久　松　公　生

委 員 岡　﨑　　　勉

委 員 小　倉　　　博

委 員 櫻　井　健　一

市議会の活動を広く
市民に知らせるため、
議会だよりの編集・
作成を行う委員会です。

一部事務組合議会議員

広域連合議会議員

委 員 長 川　村　成　二

副委員長 櫻　井　繁　行

委 員 矢　口　龍　人

委 員 中　根　光　男

委 員 古　橋　智　樹

委 員 来　栖　丈　治

一部事務組合・広域連合とは市町村などの事務の一部を共同処理するために設立された特別地方公共
団体です。それぞれの一部事務組合・広域連合議会に議員を派遣しています。

議会だより編集特別委員会

湖北環境衛生組合議会議員
櫻　井　繁　行　　　宮　嶋　　　謙
小　倉　　　博　　　櫻　井　健　一

霞台厚生施設組合議会議員
田　谷　文　子　　　岡　﨑　　　勉
川　村　成　二　　　久　松　公　生

新治地方広域事務組合議会議員
鈴　木　良　道　　　佐　藤　文　雄
岡　﨑　　　勉　　　来　栖　丈　治
櫻　井　繁　行　　　櫻　井　健　一

石岡地方斎場組合議会議員
中　根　光　男　　　古　橋　智　樹

茨城県後期高齢者医療
広域連合議会議員
田　谷　文　子

土浦・かすみがうら土地区画整理
一部事務組合議会議員
矢　口　龍　人　　　川　村　成　二
来　栖　丈　治　　　設　楽　健　夫
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平成30年第４回定例会提出議案・平成31年第１回臨時会提出議案

平成30年第４回定例会議案等議決結果一覧
　平成30年第４回定例会が、11月20日から12月５日までの16日間の会期で開催されました。今定
例会では、報告案件１件、歳入決算額を177億8161万9711円、歳出決算額を166億4843万3556円と
する平成29年度一般会計決算など、議案22件を慎重審議し、いずれの議案も可決となりました。
また、11月21日、22日、26日の３日間において一般質問（後頁P14～17）を行いました。

※賛成は○・反対は◆・不在は／で記載
　中根議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません

議
案
番
号

久
松　

公
生

櫻
井　

繁
行

設
楽　

健
夫

来
栖　

丈
治

川
村　

成
二

岡
﨑　
　

勉

田
谷　

文
子

古
橋　

智
樹

小
松
﨑　

誠

加
固　

豊
治

佐
藤　

文
雄

中
根　

光
男

鈴
木　

良
道

小
座
野　

定
信 

矢
口　

龍
人

藤
井　

裕
一

議決結果

53 平成29年度かすみがうら市一般会計歳入歳
出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 ／ ◆ 〇 認 定

54 平成29年度かすみがうら市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 認 定

55 平成29年度かすみがうら市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 認 定

56 平成29年度かすみがうら市下水道事業特
別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認 定

57 平成29年度かすみがうら市農業集落排水事
業特別会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認 定

58 平成29年度かすみがうら市介護保険特別
会計歳入歳出決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ － 〇 〇 〇 〇 認 定

59 平成29年度かすみがうら市水道事業会計決
算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認 定

62
かすみがうら市農業集落排水処理施設
の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

63 かすみがうら市水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

64
かすみがうら市放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

65
かすみがうら市東日本大震災復興まちづ
くり基金の設置、管理及び処分に関する
条例を廃止する条例の制定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

66 平成30年度かすみがうら市一般会計補
正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

67 平成30年度かすみがうら市国民健康保
険特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

68 平成30年度かすみがうら市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

69 平成30年度かすみがうら市下水道事業特
別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

70 平成30年度かすみがうら市農業集落排
水事業特別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

71 平成30年度かすみがうら市介護保険特
別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名
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（前ページからのつづき）

【報告案件】

11 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉

議
案
番
号

久
松　

公
生

櫻
井　

繁
行

設
楽　

健
夫

来
栖　

丈
治

川
村　

成
二

岡
﨑　
　

勉

田
谷　

文
子

古
橋　

智
樹

小
松
﨑　

誠

加
固　

豊
治

佐
藤　

文
雄

中
根　

光
男

鈴
木　

良
道

小
座
野　

定
信 

矢
口　

龍
人

藤
井　

裕
一

議決結果

72 平成30年度かすみがうら市水道事業会
計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

73
防災行政無線デジタル同報系統合システ
ム整備工事（Ⅱ期）変更請負契約の締結
について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

74 市道路線の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

75 市道路線の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

76 市道路線の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

氏　名　　　

　　　件　名

議
案
番
号

  

櫻
井　

健
一

小
倉　
　

博

久
松　

公
生

宮
嶋　
　

謙

櫻
井　

繁
行

設
楽　

健
夫

来
栖　

丈
治

川
村　

成
二

岡
﨑　
　

勉

田
谷　

文
子

古
橋　

智
樹

加
固　

豊
治

佐
藤　

文
雄

中
根　

光
男

鈴
木　

良
道

矢
口　

龍
人

議決結果

1
かすみがうら市一般職の任期付職員の採
用及び給与の特例に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

2
かすみがうら市特別職の職員で常勤のも
のの給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

3 かすみがうら市職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

4 平成30年度かすみがうら市一般会計補正
予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 原案可決

5 かすみがうら市監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ － ◆ ○ ○ ○ 同　　意

平成31年第１回臨時会議案等議決結果一覧
氏　名　　　

　　　件　名

【選挙案件】
１ 議長の選挙 当選（加固　豊治）
２ 副議長の選挙 当選（岡﨑　勉）
３ 湖北環境衛生組合議会議員の選挙 当選（櫻井　繁行、宮嶋　謙、小倉　博、櫻井　健一）

４ 新治地方広域事務組合議会議員の選挙 当選（鈴木　良道、佐藤　文雄、岡﨑　勉、来栖　丈治、櫻井　繁行、
櫻井　健一）

５ 石岡地方斎場組合議会議員の選挙 当選（中根　光男、古橋　智樹）
６ 霞台厚生施設組合議会議員の選挙 当選（田谷　文子、岡﨑　勉、川村　成二、久松　公生）

７ 土浦・かすみがうら土地区画整理一部事務
組合議会議員の選挙 当選（矢口　龍人、川村　成二、来栖　丈治、設楽　健夫）

８ 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員の
補欠選挙 当選（田谷　文子）

平成31年第１回臨時会が、２月４日に開催され、議会の構成等を決定しました。
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【歳出総額】１６６億４８４３万３５５６円

決算審査特別委員会

○委員会付託案件の審査
・平成29年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

【歳入総額】１７７億８１６１万９７１１円

一般会計決算審査特別委員会
一般会計決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月21日、25日、26日開催）

市税 
56 億 893 万円
31.5%(0.6%)

地方交付税 
38 億 108 万円 
21.4%(-5.4%)

国庫支出金 
22 億 8550 万円
 12.9%(-1.5%)

市債 
18 億 5060 万円 

10.4%(-0.1%)

県支出金
 11 億 8406 万円

6.7%(7.8%)

その他 
21 億 9088 万円 

12.3%(7.4%)繰越金 
8 億 6054 万円 
4.8%(39.5%)

民生費
 58 億 4466 万円

35.1%(2.0%)

公債費 
21 億 6305 万円

13.0%(7.3%)
総務費 

20 億９万円
12.0%(-9.8%)

衛生費
 10 億 1767 万円

6.1%(7.5%)

土木費 
18 億 5820 万円
11.2%(-0.5%)

教育費 
16 億 3374 万円
9.8%(-18.5%)

消防費 
10 億 3507 万円

6.2%(24.2%)

その他
 10 億 9592 万円

6.6%(15.8%)

歳 出

グラフの表示
　・区分
　・決算額
　・構成比（前年度比）
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
水産振興事業のワカサギふ化125万8000円の内容は

霞ヶ浦北浦水産事務所、漁業協同組合で実施して
おりますワカサギのふ化放流事業に霞ヶ浦沿岸の
市町村が補助しているものと、水産加工特産品キャ
ンペーン事業補助金として霞ヶ浦北浦水産加工組合
へ補助金として支出しており、かすみがうら祭やあ
ゆみ祭りで水産加工品のＰＲ活動を実施しておりま
す。

図書館の来館者数確保のため、何らかの対策はし
ているのか
夜間仕事帰りの方が利用できる環境として、平成
30年度より毎週水曜日と金曜日の閉館時間を２時
間延長し午後８時までとしました。

市民参画事業の市政懇談会の参加人数は

平成29年度は中学校区ごとに１カ所ずつ、合計３回
実施し、霞ヶ浦中地区で26人、下稲吉中地区で19人、
千代田中地区で14人、合計で59人参加いたしました。

中学校部活動支援事業の支出が大幅に増えた原因は

平成29年度については霞ヶ浦中学校を筆頭に非常
に優秀な成績を残していただきました。全国大会、
関東大会出場バスの借り上げ料について、支出が
増えております。

やまゆり館の健康づくりコーナーの利用者数につい
て平成29年度の利用者が前年度に比べ減った原因は
ランニングマシーンが経年の劣化により修繕中で
あったことが要因と思われます。

▲かすみがうら祭での水産加工品PR

▲市政懇談会の様子
　（千代田公民館）

▲霞ヶ浦中学校

▲市立図書館（あじさい館内）

▲ランニングマシーン（やまゆり館）



10KASUMIGAURA

※資本的収支額で不足する金額については、過年度分損益勘定留保資金等で補填しました。

○委員会付託案件の審査
・平成29年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
・平成29年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について

特別会計決算総額　　【歳　入】　１０９億９１８５万１９８５円
　　　　　　　　　　【歳　出】　１０７億８３５５万７８０３円

特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会
特別会計・水道事業会計の決算審査特別委員会は７名の委員で構成。	 （９月21日開催）

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 53億2185万円(-8.0%) 53億1079万円（-8.2%）

後期高齢者医療特別会計 7億4329万円（ 6.1%） 7億3644万円（ 5.5%）

下水道事業特別会計 11億3668万円（ 3.8%） 11億1772万円（ 4.3%）

農業集落排水事業特別会計 4億4207万円（-0.3%） 4億3055万円（-1.0%）

介護保険特別会計 33億4796万円（ 2.8%) 31億3163万円（-2.0%）

水道事業会計決算の内訳
歳　入 歳　出

水道事業会計収益的収支 9億8117万円(-1.5%) 9億3855万円(-0.4%)

水道事業会計資本的収支 2億7730万円(96.5%) 5億5794万円(15.6%)

決算審査特別委員会
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○審査内容（主な質疑を抜粋）
下水道維持事業にある管路マンホール業務委託の内容は

土浦・千代田工業団地内の雨水管が設置されてから50年が
経過しており、老朽度および土砂等の体積の状況調査とし
て、全線の管路においてカメラ、目視など調査を行ったも
のです。

農業集落排水事業と公共下水道を統合する計画の
進捗状況は
機能診断を行ったうえで農林水産省との協議、手
続き事業計画の変更等を段階を踏んでの接続工事
となります。まずは土田処理場を公共下水道に統
廃合する予定で今後も進めていく予定です。

水道事業における給水人口が減少傾向にあり、給水
戸数が増加傾向にある理由は
本市の人口減少にあわせて給水人口も減少傾向にあ
りますが神立周辺地域の宅地開発などにより給水戸
数はふえております。戸数に対して人口がのびない
のは、各世帯における核家族化が進んでいるものと
思われます。

国民健康保険の出産育児一時金の不用額が多いよう
だが原因は
過去３年間の平均件数で予算を計上しておりました
が、実績は23件でした。考えられる要因としては、
被保険者の年齢層が高くなっていることが挙げられ
ると思われます。

後期高齢者医療の保険料は年々高くなっているのか

後期高齢者医療の保険料額は２年ごとに見直しが行わ
れますが、平成24年度以降据え置きの状態になってお
ります。県の後期高齢者医療広域連合で算定していま
すので県内すべて同一の保険料体系になっておりま
す。

▲かすみがうら市水道事務所

▲土田地区農業集落排水処理施設
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平成30年　第４回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（12月5日開催）

議案審査特別委員会は15名の委員で構成。

議案審査特別委員会議案質疑

現状で全ての状況を把握していないため、今回の条例に基づき、正式に立ち入り
検査と言う形で全店舗の調査、現状を把握したいと考えています。

議案第66号
平成30年度かすみがうら市一般会計補正予算（第５号）

水産振興事業費の修繕費（145万8000円）の内容は

牛渡船溜の漁船などを引き上げる台車に不具合が発
生したことにより、船の維持管理に支障をきたし、
早期に対応が必要なため修繕費を計上するものです。

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額から1807万6000円を減額し、総額を168億1097万7000円と
するものです。主なものとして、水産振興事業費の修繕費や、水族館の改修設計委託
料の予算の計上です。

水族館の改修設計委託料（372万6000円）の内容は

来年度に水族館の空調設備、発電設備、内装の改修、
照明器具の更新を予定しており、その設計図書の作成
を委託するものです。

議案第62号
かすみがうら市農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例

【議案の概要】
　農業集落排水接続に関し、違法な接続、排除してはならないものを排水した場合等
の立入検査の権限及び罰則を規定するため、この条例を制定するものです。

農業集落排水エリアの店舗で油脂等を除去する施設の設置状況は

▲水族館

▲牛渡船溜
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●
旧
牛
渡・
旧
佐
賀
小
学
校
施
設

活
用
事
業
に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

12
月
18
日
開
催
の
調
査
内
容

総
務
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

●
か
す
み
が
う
ら
市
第
3
次
男
女

共
同
参
画
計
画（
案
）
に
つ
い
て

●
千
代
田
中
学
校
区
統
合
小
学
校
整

備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
に
つ
い

て
●
霞
ヶ
浦
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
基
準
の
一
部
見
直
し
に
つ
い
て

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
所
管
部
署

に
つ
い
て

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

11
月
５
日
開
催
の
調
査
内
容

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

●
議
案
第
74
号

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
下
稲
吉
地
内
）

●
議
案
第
75
号

　
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
稲
吉
東
地
内
）

●
議
案
第
76
号

　
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て（
男
神
地
内
）

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

11
月
26
日
開
催
の
調
査
内
容

▲市道認定箇所の現地調査
　【下稲吉地内】

▲市道変更箇所の現地調査
　【男神地内】

か
す
み
が
う
ら
市

総
合
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
！

平
成
30
年
11
月

18
日
（
日
）
に

第
１
常
陸
野
公

園
で
行
わ
れ
た

市
総
合
防
災
訓

練
に
議
員
も
参

加
し
、
防
災
に

対
す
る
理
解
と

防
災
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
し

た
。

▲参加した議員

茨
城
県
市
議
会
議
長
会

平
成
30
年
度
第
１
回

議
員
研
修
会

日
　
　
時
：
平
成
30
年
11
月
19
日
（
月
）

会
　
　
場
：
つ
く
ば
市

講
　
　
師
：

　

富
野　

暉
一
郎　

氏

（
福
知
山
公
立
大
学
副
学
長
、
龍
谷
大
学
名
誉

教
授
、
元
逗
子
市
長
）

演
　
　
題
：

「
人
口
減
少
時
代
に

お
け
る
議
員
力
と
は

～
問
わ
れ
る
政
策
力

と
市
民
力
」

参
加
議
員
：

　

来
栖　

丈
治

　

櫻
井　

繁
行

　

久
松　

公
生

▲参加した議員

委　員　会　活　動
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ＱＱ ＡＡ

平
成
30
年
６
月
よ
り
本
格
的
に
運
用
を
開
始
し
た
地
域
ポ
イ
ン

ト
推
進
事
業
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

坪
井
市
長
が
政
策
と
し
て
掲
げ
る
「
新
し
い
観
光
づ
く
り
」
に

つ
い
て

質
　
問
　
事
　
項

１２３

▲防災訓練に集まった消防団の
みなさん（第１常陸野公園）

一  般  質  問

　
合
併
当
初
１
５
０
億
円
あ
っ
た
地
方
債
が
今
現
在
２
０
６
億
円
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
、
イ
ン
フ
ラ
事
業
を
組
み
立
て
る
た
め
に
ど
こ
か
ら
財
源

を
確
保
す
る
か
伺
う
。

　

市
長　
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
有
利
な
起
債
や
補
助
事
業
な
ど
を

使
っ
て
進
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
起
債
の
利
子
も
合
併
直
後
は
高
い
利
子
で
借

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
す
べ
て
３
％
以
下
の
借
入
率
と
な
っ
て
お
り
、
10
年

前
の
償
還
利
子
額
３
億
１
２
０
０
万
円
で
し
た
が
、
昨
年
度
は
１
億
７
８
０

０
万
円
と
下
が
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、
財
政
的
な
指
数
と
な
る
実
質

公
債
費
率
も
10
年
前
は
12
・
６
％
で
し
た
が
、
昨
年
度
は
10
・
８
％
と
比
率

は
低
下
し
て
お
り
、
今
後
10
％
を
見
据
え
ま
し
て
、
健
全
な
財
政
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
車
が
な
け
れ
ば
生
活
し
が
た
い
昨
今
に
お
い
て
、
市
内
道
路
の
安
全
性

の
確
保
は
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
市
民
部
長　
市
内
に
お
け
る
交
通
事
故
の
件
数
は
減
少
傾
向
で
推
移
し

て
お
り
、
ま
た
、
交
通
死
亡
事
故
に
関
し
て
は
、
本
年
連
続
ゼ
ロ
５
０
０
日

を
達
成
し
茨
城
県
か
ら
表
彰
を
う
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
課
税
客
体
な

ど
の
自
動
車
登
録
台
数
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
普
通
自
動
車
は
平
成
20
年
度
１

万
８
８
５
台
、
平
成
30
年
度
２
万
１
８
８
７
台
と
２
０
１
％
増
え
て
お
り
ま

す
。
本
市
の
対
策
と
し
て
は
、行
政
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
注
意
看
板
の
設
置
、「
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
」
な
ど
の
路
面
表
示
の
工
事
を

実
施
し
、
交
通
安
全
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
市
建
設
部
や
、

土
浦
土
木
事
務
所
と
と
も
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
順
次
改
善
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

古橋　智樹 議員

地
方
債
が
増
え
て
い
る
が
今
後
ど
こ
か
ら

財
源
を
確
保
す
る
か
伺
う

償
還
利
子
額
は
下
が
っ
て
い
る
状
況
で
す

ＱＡ

産
休
・
育
休
・
介
護
休
の
勤
続
年
数
相
当
の
待
遇
化
等
に
つ
い
て

市
イ
ン
フ
ラ
計
画
と
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
現
況
と
の
整
合
に
つ
い
て

国
保
税
資
産
割
と
固
定
資
産
税
と
の
二
重
課
税
の
是
正
状
況
に

つ
い
て

授
業
等
の
教
育
振
興
と
統
廃
合
等
学
校
施
設
整
備
と
の
予
算
配

分
現
況
に
つ
い
て

渋
滞
や
狭
隘
な
市
内
道
路
環
境
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保
現
況

に
つ
い
て

質
　
問
　
事
　
項

１２

　
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
準
中
型
免
許
が
新
設
さ
れ
た
。
消
防
団
活
動

に
お
い
て
、
改
正
後
取
得
の
普
通
免
許
で
は
３
・
５
ト
ン
以
上
の
ポ
ン
プ
車

は
運
転
で
き
ず
消
防
団
活
動
に
支
障
が
で
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
本
市
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
消
防
長　
現
在
、
か
す
み
が
う
ら
市
に
配
備
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
車
は

３
・
５
ト
ン
以
上
で
あ
る
た
め
、
平
成
29
年
３
月
の
道
路
交
通
法
改
正
後
に

免
許
を
取
得
し
た
も
の
は
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
状
況
で
す
。

全
国
的
に
も
同
様
の
問
題
は
発
生
し
て
お
り
、
今
後
は
準
中
型
免
許
の
取

得
に
か
か
る
費
用
の
助
成
や
３
・
５
ト
ン
未
満
の
ポ
ン
プ
車
の
配
備
な
ど
近

隣
市
町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
坪
井
市
長
が
政
策
と
し
て
掲
げ
る
「
新
し
い
観
光
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
中
で
、
今
後
の
展
望
、
新
た
な
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
た
新
し
い
可
能

性
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
長　
今
後
、
土
浦
駅
の
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
ａ
ｔ
ｒ
é
」
に
は
年
内
に
観
光

客
向
け
の
飲
食
店
街
、
来
年
に
は
新
し
い
都
市
型
観
光
ホ
テ
ル
が
オ
ー
プ
ン

す
る
と
聞
い
て
お
り
、
霞
ヶ
浦
周
辺
に
お
け
ま
す
交
流
人
口
の
起
爆
剤
に
な

る
と
い
う
ふ
う
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
土
浦
市
で
遊
覧
船
を
運

航
し
て
お
り
ま
す
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
と
は
、
歩
崎
へ
整
備
予
定
の
桟
橋
の
遊

覧
船
の
寄
港
先
と
し
て
い
た
だ
く
方
向
で
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
市

と
し
ま
し
て
は
、「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
ａ
ｔ
ｒ
é
」
運
営
会
社
や
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
、

土
浦
市
、
茨
城
県
な
ど
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
広
域
的
な
観
光
誘
客
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

櫻井　繁行 議員

道
路
交
通
法
改
正
に
よ
る
消
防
団
ポ
ン
プ

車
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

近
隣
市
町
村
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
慎

重
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ

３４５
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新
た
な
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

大
型
開
発
事
業
に
つ
い
て

質
　
問
　
事
　
項

１２４

▲拡張された市道（上稲吉）

３

　
前
議
会
の
『
市
職
員
の
定
員
適
正
化
』
に
係
わ
る
一
般
質
問
で
「
今
年

市
職
員
に
採
用
さ
れ
た
方
が
、
霞
ヶ
浦
地
区
の
建
設
業
者
の
関
連
会
社
の
代

表
取
締
役
と
な
っ
て
い
る
。
採
用
時
に
は
確
認
し
た
の
か
」と
質
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
議
長
を
務
め
た
古
橋
副
議
長
は
、
執
行
部
に
答
弁
を
さ
せ
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
伺
い
し
ま
す
。
当
該
職
員
が
当
該
関
連
会
社

の
代
表
取
締
役
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
確
認
し
た
の
か
。

　
副
市
長　
「
確
認
し
た
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
特
定
の
者
が
識

別
で
き
る
情
報
は
職
員
で
あ
っ
て
も
個
人
情
報
と
し
て
保
護
さ
れ
ま
す
。
一

般
論
と
し
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
市
職
員
が
民
間
企
業
の
役
員

に
就
任
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
38
条
で
規
定
さ
れ

る
「
営
利
企
業
へ
の
従
事
の
制
限
」
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り
、「
市
職
員

の
懲
戒
処
分
の
基
準
等
に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
、
処
分
等
の
措
置
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
高
校
生
（
18
才
）
ま
で
医
療
費
完
全
無
料
化
に
つ
い
て
、
伺
う
。

　

市
民
部
長　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
か
か
る
費
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
請
求
分
ま
で
の
医
療
費
を
参
考
に
、
１
月
末
の
対
象
者
数

で
試
算
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
３
５
０
０
万
円
程
度
が
必
要
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

佐藤　文雄 議員

　
平
成
26
年
度
に
市
道
51
号
線
、
上
稲
吉
の
西
原
共
同
墓
地
か
ら
バ
イ
パ

ス
化
に
向
け
て
測
量
が
さ
れ
た
が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
建
設
部
長　
現
在
の
市
の
道
路
政
策
の
基
本
的
な
考
え
と
し
て
新
た
な

新
設
道
路
整
備
用
件
は
補
助
対
象
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
必
須
要
件
と
し

て
い
ま
す
が
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
合
致
す
る
要
件
が
整
わ
ず
結
果
的
に
凍
結

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
代
替
策
と
し
て
舗
装
、
補
修
、
拡
張
な
ど
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
道
に
つ
い
て
も
整
備
す
る
方
向
で
す
が
、
事
業
の
期

間
や
効
果
な
ど
多
方
面
か
ら
検
証
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
し
ば
ら

く
時
間
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
つ
い
て
次
年
度
以
降
の
被
害
防
止
対
策
は

　
市
民
部
長　
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
作
物

被
害
防
止
対
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
生
息
域
の
拡

大
や
個
体
数
の
増
な
ど
に
よ
り
、
行
政
の
み
で
の
捕
獲
対
策
で
は
限
界
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
対
応
が
不

可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、
自
衛
に

よ
り
電
気
柵
設
置
等
の
事
業
に
取
り
組
む
市
民
の
方
を
対
象
に
事
業
実
施
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
行
政
の
み
で
の
対
策
も
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
段
階
的
に
集
落
単
位
で
の
電
気
柵
設
置
な
ど
、
農
作
物
被
害
防

止
に
地
域
が
主
体
的
に
捕
獲
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
民
の
ご
理
解
、
ご

協
力
と
あ
わ
せ
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
体
制
の
整
備

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

田谷　文子 議員

ＱＱ ＡＡ

上
稲
吉
の
市
道
バ
イ
パ
ス
化
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う

建
設
会
社
の
代
表
取
締
役
が
今
年
市
職
員
に

採
用
さ
れ
た
。
採
用
時
に
は
確
認
し
た
か
伺
う

整
備
す
る
方
向
で
す
が
、
多
方
面
か
ら
検

証
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

市
職
員
が
民
間
会
社
の
役
員
に
就
任
は
、
地
方
公
務
員

法
38
条
「
営
利
企
業
へ
の
従
事
の
制
限
」
に
違
反
す
る

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

上
佐
谷
・
雪
入
・
山
本
地
区
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
へ
の
対

応
に
つ
い
て

職
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
道
51
号
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

質
　
問
　
事
　
項

１２３
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市
長
等
特
別
職
の
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
つ
い
て
ー
市
民
の
権
利
は
何
故
奪
わ
れ
続
け
て
い
る
の
か
ー

基
幹
産
業
ー
水
稲
（
水
田
稲
作
）
農
業
の
危
機
と
対
策
、
基
幹

用
水
に
つ
い
て

「
公
共
交
通
空
白
地
帯
を
つ
く
り
新
た
な
路
線
を
作
る
」答
弁
・

平
成
30
年
２
月
公
共
交
通
再
編
計
画
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
用
及
び
道
路
行
政
に
つ
い
て

質
　
問
　
事
　
項

１２３

ＱＱ ＡＡ

▲千代田中学校

一  般  質  問

　
市
民
の
権
利
は
な
ぜ
奪
わ
れ
続
け
て
い
る
の
か
。
市
長
等
特
別
職
の
政

治
倫
理
条
例
の
制
定
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　
倫
理
の
確
立
を
図
る
こ
と
に
よ
り
市
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼

に
応
え
る
と
い
う
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
特
に
特
別
職
と
い
う
立
場
に
つ
き

ま
し
て
は
、
さ
ら
に
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
太
陽
光
発
電
施
設
の
適
正
な
設
置
・
管
理
に
関
す
る
県
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
運
用
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
を
伺
う
。

　

市
民
部
長　
現
在
、
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事

業
者
に
は
、
茨
城
県
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
市
に
対
し
関

係
書
類
の
提
出
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
中

に
は
森
林
伐
採
申
請
、
農
地
転
用
申
請
手
続
を
先
に
行
い
、
事
前
協
議
書
を

提
出
す
る
よ
う
担
当
者
か
ら
指
導
さ
れ
る
事
案
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
市
独

自
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
よ
う
な

も
の
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
担
当
部
署
間
で
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
、
事
前
に
隣
接
土
地
所
有
者
等
の
同
意
書
や
放
流
同
意
書
を
添
付
し

た
事
業
計
画
書
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
大
型
の
設
備
は
市
と
の
協
定
書
の
締

結
や
太
陽
光
発
電
設
備
の
災
害
時
及
び
廃
止
後
の
措
置
に
充
て
る
費
用
を
計

画
的
に
積
み
立
て
る
こ
と
等
で
す
。
詳
細
な
内
容
は
、
ほ
か
の
自
治
体
の
事

案
も
勘
案
し
な
が
ら
調
整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫 議員

市
長
等
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

伺
う

さ
ら
に
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

ＱＡ

　
千
代
田
中
学
校
地
区
に
お
け
る
小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
児
童
・
生
徒

た
ち
の
心
情
に
ど
の
よ
う
に
配
慮
し
て
い
く
か
伺
う
。

　

教
育
長　
統
廃
合
前
に
小
学
校
間
の
連
携
や
中
学
校
の
連
携
を
密
接
に

図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
心
情
面
等
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
平
成
28
年
度
よ
り
合
同
の
宿
泊
学
習
や
社
会
科
校
外

学
習
な
ど
を
実
施
し
児
童
相
互
理
解
が
推
進
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
ま
た
小

学
校
の
運
動
会
な
ど
に
お
い
て
も
中
学
生
が
係
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
小
中

連
携
の
強
化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
土
浦
市
で
は
ご
み
有
料
化
が
始
ま
っ
た
が
、
本
市
の
ご
み
処
理
は
霞
台

厚
生
施
設
組
合
に
な
っ
て
有
料
化
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
市
長　
土
浦
市
で
は
今
年
10
月
か
ら
家
庭
ご
み
の
処
理
有
料
化
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
家
庭
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
で
す
が
、
市
民

の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
み
の
発
生
の
抑
制
、
再
利
用
に
さ
ら
な
る
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
霞
台
厚
生
施
設
組
合
で
の
協
議
会
等
の
会
議
の
場
に
お
き
ま
し
て

は
、
ご
み
有
料
化
の
具
体
的
な
話
は
出
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

小座野　定信 議員

小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
児
童
・
生
徒
た
ち
の

心
情
に
ど
の
よ
う
に
配
慮
し
て
い
く
か
伺
う

小
学
校
間
の
連
携
や
中
学
校
の
連
携
を
密
接
に
図

り
心
情
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ

千
代
田
中
地
区
小
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

生
活
ご
み
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質
　
問
　
事
　
項

１２３
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人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
と
生
涯

教
育
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）
に
つ
い
て

市
民
生
活
の
安
全
安
心
を
高
め
る
た
め
の
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

野
生
鳥
獣
対
策
を
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
に
つ

い
て

障
害
者
雇
用
や
障
害
者
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

質
　
問
　
事
　
項

１２３４

▲ハクビシンの剥製（雪入ふれあ
いの里公園ネイチャーセンター）

議会が新体制でスタートしました
平成31年１月28日撮影

（最前列左から４番目が坪井市長、７番目が横瀬副市長、８番目が大山教育長）

　
移
動
わ
な
を
借
り
た
住
民
か
ら
ア
ラ
イ
グ
マ
と
ハ
ク
ビ
シ
ン
を
引
き

取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
耳
に
す
る
。「
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
逃
が
し
て
く

れ
」
で
は
意
味
が
な
い
が
、
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
都
市
産
業
部
長
　
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
狩
猟
鳥
獣
で
あ
る

た
め
、
狩
猟
期
間
に
お
い
て
は
狩
猟
者
に
よ
る
捕
獲
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、

わ
な
免
許
保
持
者
が
環
境
や
農
林
水
産
業
へ
の
被
害
防
止
な
ど
を
目
的
に
捕

獲
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
み
ず
か
ら
が
所
持
す
る
器
具
な
ど
に

よ
り
、
動
物
福
祉
及
び
公
衆
衛
生
に
配
慮
し
、
苦
痛
を
与
え
な
い
方
法
に
よ

る
殺
処
分
を
前
提
に
市
へ
捕
獲
許
可
の
申
請
を
行
い
、
許
可
さ
れ
た
後
に
捕

獲
・
処
分
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
後
本
市
で
処
分
が
で
き
る
体
制
づ
く
り

の
検
討
や
ア
ラ
イ
グ
マ
と
同
様
に
茨
城
県
で
処
分
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
な
要
望
活
動
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
台
風
時
等
に
道
路
、
施
設
へ
の
倒
木
に
よ
る
電
線
へ
の
被
害
や
道
路
の

通
行
制
限
な
ど
が
あ
る
。
住
民
が
屋
敷
や
山
林
の
樹
木
の
倒
木
に
よ
り
管
理

者
責
任
所
有
者
責
任
を
問
わ
れ
る
事
例
も
あ
る
と
聞
く
が
、
本
市
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　
建
設
部
長　
土
地
の
所
有
者
の
責
務
と
し
て
民
地
か
ら
の
樹
木
の
倒
木

や
竹
枝
、
生
け
垣
な
ど
が
道
路
や
歩
道
に
張
り
出
し
、
そ
れ
が
要
因
と
し
て

事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
民
法
７
１
７
条

に
明
確
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
必
然
的
に
土
地
所
有
者
の
責
務
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
肝
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、一
層
の
周
知
啓
発
を
図
り
、

安
全
な
道
路
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
お
り
ま
す
。

ＱＱＡ Ａ

来栖　丈治 議員

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う

処
分
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
県
へ
の
要

望
活
動
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ



か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
、
平
成
31
年
１
月
20
日
に
執
行
さ
れ
新

た
な
顔
ぶ
れ
の
下
、
市
議
会
が
ス
タ
ー
ト

を
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
「
開

か
れ
た
議
会
」
を
第
一
に
考
え
、
様
々
な
年
代
の
方
々
に
少

し
で
も
議
員
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
議
会
だ
よ

り
を
編
集
・
作
成
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長
　
櫻
井
　
繁
行

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
（
金
）
か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

豆辞典

　法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
、

地
方
議
会
で
行
う
選
挙
（
議
長
、
副
議
長
、

仮
議
長
の
選
挙
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
等
）
に
つ
い
て
、
投
票
に
よ
ら
ず

あ
ら
か
じ
め
指
名
者
を
定
め
て
そ
の
者
を
当

選
者
と
す
る
方
法
の
こ
と
を
言
う
。

　選
挙
は
、
投
票
に
よ
る
こ
と
が
原
則
で
あ

る
が
、
初
め
か
ら
当
該
選
挙
で
選
出
さ
れ
る

も
の
が
明
ら
か
で
異
論
が
な
い
と
い
っ
た
場

合
に
ま
で
、
あ
え
て
投
票
と
い
っ
た
複
雑
な

手
続
き
を
行
う
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
場
合
に
と
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
指

名
推
選
の
方
法
で
、
地
方
議
会
で
は
そ
の
例

が
多
い
。

　指
名
推
選
の
方
法
に
よ
る
た
め
に
は
、①
指

名
推
選
の
方
法
に
よ
る
こ
と
、②
指
名
の
方
法

（
誰
が
指
名
す
る
か
）、③
指
名
者
に
よ
っ
て
指

名
さ
れ
た
者
を
当
該
選
挙
に
お
け
る
当
選
人

と
す
る
こ
と
の
全
て
に
、
出
席
者
全
員
が
異

議
が
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
人
で
も

指
名
推
選
の
方
法
に
異
議
を
唱
え
る
者
が
あ

る
と
き
は
、
原
則
に
か
え
り
、
投
票
に
よ
る

こ
と
と
な
る
。（

参
考
　地
方
議
会
運
営
辞
典
）

指 名 推 選指 名 推 選とはとは？？

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（11月1日〜1月31日まで）

●
11
月
●

　

2
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

５
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

８
日　

石
岡
地
方
斎
場
組
合
管
外
視
察
研
修

　

９
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
議
会
議
員
視
察
研
修

　

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

19
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
平
成
30
年
度
第
１
回

　
　
　
　
　

議
員
研
修
会

　

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

26
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

20
日
～
12
月
５
日

　
　
　
　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
会

●
12
月
●

　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

18
日　

総
務
委
員
会

●
1
月
●

　

28
日　

全
員
協
議
会

▲傍聴席は一般席が25席あり、受付簿に住所、
　氏名をご記入いただくだけで入場できます。

平成30年第４回
定例会では、
延べ５０名
の方が本会議を
傍聴されました。


